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1 はじめに
近年、ITシステムでは、Web Service（以下WSと略す）とXMLを基盤としたSOA（Service Oriented Architecture）によるシステムを構築する流れが加速している。また、ハードウェアの低コスト化と高機能化により、デバイスにおいてさえ、Web Serviceによるサービスの公開が可能になり、機器の配置や機器の共有などが容易になってきた。
この流れはリテール業界への波及し、ARTS（The Association for Retail Technology Standard）では、POS標準のWS版である、WS-POS標準を策定中である。
WS-POSを前提としたシステムでは、従来の一体型POS端末とバックエンドシステムとの連携を前提としたリテールシステムから、複数POS端末からのプリンタやバーコードスキャナーの共有、Kiosk端末とPOS端末の連係、Windows LiveやAmazonといった一般のWebサービスとの連係、柔軟なシステム構成、デバイス配置が可能になる。これらは、従来とは異なった新たなサービスや付加価値をリテールサービスに付け加える可能性を秘めている。

しかし、一方で、WS-POSを通じて実現される、お客様と店舗の双方に新しい価値を提供するビジネスモデルとはいかなるものか、なかなか具体的な姿が描けないのも一方の現実である。

本ドキュメントでは、WS-POS標準や、その導入により考えられる、新たなビジネスシーンをユースケースとして具体化し、カタログとして紹介するものである。

各ユースケースは、WS-POS-J Initiativeのビジネスシナリオ分科会参加メンバー企業各社が作成した。
また、ARTSによるWS-POS標準化作業は現在進行中であり、WS-POS標準、及び、その関連技術で、本ドキュメントで紹介するユースケースを実現できるかどうかは、尚、検証が必要である。ユースケースに、技術要件を加味して作成した実証実験シナリオを元に実際にデバイス、システムを実装し、技術検証を行う予定である。検証活動は、WS-POS-J Initiative技術検証部会により実施中であり、実証実験を通じて得られた知見は、ARTSのWS-POS標準化活動へのフィードバックを予定している。
2 ハイレベルユースケース
Contributor：セイコーエプソン株式会社
ここでは、WS-POSを基盤とした新しいビジネスシナリオ全般をカバーする、ハイレベルなユースケースを紹介する。以降に続くユースケースは、ここに示す基本計の具象化、もしくは組み合わせである。
2.1 スコープ  

あらゆるデバイス・アプリケーションがサービス化した空間

ショッピングモールの各店舗のみならず、休憩所や共有スペースなど、あらゆる空間に配置された入力デバイス、出力デバイスおよび入出力デバイスがサービス化されている環境で、様々なデバイスを組み合わせて新しいサービスを提供するアプリケーション・プログラムを用意することで、様々なアイデアが顧客への新しいサービスを提案できる空間を生み出す。
エンティティの定義:

お客様
その空間に居合わせた人

入力デバイス
空間に設置されたカメラ、自動販売機、休憩用の椅子、自動ドア、リサイクルボックスなど

出力デバイス
プリンタ、プロジェクタ、液晶TV（映像システム）、スピーカ（音響設備）、照明機器など

入出力デバイス
POSシステム、各種KIOSK端末など

アプリーケーション・サービス


上記入出力デバイスを組み合わせてサービスを提供するアプリケーション・プログラム
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2.1.1 ハイレベルユースケース-

	Use Case – 

	Stakeholders
	Concerns

	お客様
	お客様は、その空間において、快適な時間を過ごしたい。また、きめの細かい、より良いサービスを受けることで満足感を味わいたい。

	店舗経営者
	店舗経営者は、お客様に付加価値の高いサービスを提供することで、集客力を上げ、売上を伸ばしたい。

	デバイスベンダー
	デバイスベンダーは、デバイスの機能を簡単に使える手段を提供することで、本来想定していた機能を超えて、デバイスの付加価値を高める可能性を提供することで、売り上げを伸ばしたい。

	ソフトウェアベンダー
	ソフトウェアベンダーは、様々なデバイスの機能を自由に組み合わせて、新たな価値を提供することで、色々なアイデアを形にして新たな提案を店舗経営者に提供することで売り上げを伸ばしたい。

	Actors
	Type
	Description

	お客様
	
	買い物、または暇つぶしでその場に訪れた人。

	入力デバイス
	
	監視カメラなどの入力デバイスのみならず、自動ドアなどに取りつけられたセンサーなどの情報も入力デバイスとして想定できる。また、自動販売機での販売情報がリアルタイムで管理できる場合は入力デバイスとして利用できる。

	出力デバイス
	
	KIOSK端末に設置されたプリンタ等の出力デバイスのみならず、プロジェクタや液晶TV等の映像出力デバイスや、スピーカを含む音響出力デバイス、さらにはソフトウェアにより制御可能な照明機器や空調機器なども出力デバイスとして利用できる。

	入出力デバイス
	
	POS端末やKIOSK端末など入力デバイスと出力デバイスの両方を持つものは、それぞれ入力デバイス、出力デバイスとして利用できる。

	アプリケーション・プログラム
	
	各入力デバイス、出力デバイス、入出力デバイスがサービスとして利用可能であれば、入力デバイスからの情報を元に出力デバイスを制御する事で、アイデア次第で様々なサービスを提供可能となる。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	お客様は、入力デバイスから情報を入力する（意識して入力操作をするとは限らない）

	1.1.
	入力デバイスは、アプリケーション・プログラムに入力情報を配信する

	1.2.
	アプリケーション・プログラムは、入力情報を分析して出力情報を準備する

	1.3
	アプリケーション・プログラムは、出力情報を出力デバイスに送信する

	1.4
	出力デバイスは、出力情報をお客様に配信する

	1.5
	お客様は、出力デバイスから出力情報を受取る（意識して出力情報を受取るとは限らない）


3 ユースケースカタログ

以下、WS-POS-J Initiativeビジネスシナリオ部会メンバー作成のユースケースを列挙する。
3.1 サブスコープ ：店内KIOSKとPOS（デバイス）連動

Contributor：ヴィンキュラムジャパン株式会社

お客様が、店内KIOSKで、各種情報（映画館や飛行機の座席予約情報など）を見てチケット予約した場合、その内容をLAN上にあるPOSプリンターで出力
エンティティの定義:

· お客


お客は､チケット予約や商品購入を行う人です。

· KIOSK端末


KIOSK端末は､各種情報の表示やチケット予約を管理する端末です。

· POSレジ


POSレジは､店内商品の会計を行うための端末です。

· 販売員


販売員は､POSレジの操作を行う人です。

· POSレシートプリンタ


POSレシートプリンタは､取引領収書やチケット予約レシートを出力するための端末です。

· チケット予約情報


チケット予約情報は､KIOSK端末より管理される座席予約情報などの管理情報です。

· 取引情報


取引情報は､POSレジより管理される会計に対する実績情報です。
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3.1.1 基本ユースケース

	Use Case – お客がKIOSK端末でチケット予約、その他商品とともにPOSレジにて支払

	Stakeholders
	Concerns

	お客様
	お客様は代引等で後日支払うべきチケット購入に対する金額を（計画的に）店舗来店時、他の商品と一緒に支払が可能となる。

	POSレジ
	POSレジはKIOSK端末に要求をなげるだけで、KIOSK端末側のチケット販売に対する情報/インターフェースを全く意識せず、連動が可能となる。

	KIOSK端末
	KIOSK端末は、POSレシートプリンタデバイスを共有することによりH/Wコストを抑えられ、かつPOS側とのシナリオに沿った連携が、疎結合にて可能となる。（専用KIOSK端末でなくともタッチパネルモニタとカードリーダーだけでも構成可能）

	Actors
	Type
	Description

	お客
	Primary
	お客がKIOSK端末にてチケット予約をします。また､店内その他商品とともにPOSレジにて会計をします。

	KIOSK端末
	
	座席予約状況の表示や座席の仮押さえを行います。また､POSレシートプリンタにチケット販売レシート（仮チケット）を出力し、チケット販売を確定します。

	販売員
	
	お客より渡された商品およびPOSレシートプリンタより出力されたチケット販売レシートをPOSレジにてスキャンし取引を登録します。

	POSレジ
	
	販売員より登録された取引情報を確定し、KIOSK端末やPOSレシートプリンタに必要に応じてデータを連携します。

	POSレシートプリンタ
	
	KIOSK端末、およびPOSレジより要求されたレシートを出力します。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	お客は、KIOSK端末でチケット予約をする

	1.1.
	お客は、KIOSK端末で自分の会員カードを読み込ませる

	1.2.
	KIOSK端末は、会員番号を記憶してお客に対してチケット予約のための情報（空席情報など）を表示する

	1.3
	お客は、KIOSK端末で購入したいチケット情報を選択し予約の確定を行う

	1.4
	KIOSK端末は、座席の仮押さえをしてお客に対してPOSレジにて会計をお願いする旨を表示する

	2.
	お客は、他商品と一緒にPOSレジにて会計をする

	2.1.
	お客は、購入したい店内のその他商品を持って販売員に会計を依頼する

	2.2.
	お客は、自分の会員カードを販売員に渡す

	2.3.
	販売員は、渡された会員カードをPOSレジに読み込ませる

	2.4.
	POSレジは、会員番号を取り出してKIOSK端末に会員番号を連携する

	2.5.
	KIOSK端末は、仮押さえしているチケット情報をPOSレシートプリンタにバーコード付き仮チケットとして出力

	2.6.
	販売員は、チケット情報のバーコードをPOSレジにてスキャンする

	2.7.
	POSレジは、読み込んだチケット情報コードをKIOSK端末に連携し、PLUを行う

	2.8.
	POSレジは、チケット情報コードを１取引明細として記憶する

	2.9.
	販売員は、お客より渡されたその他商品をPOSレジにてスキャンする

	2.10.
	POSレジは、読み込んだ商品コードを元に取引明細情報を作成し販売員に対して小計画面を表示する

	2.11.
	販売員は、お支払情報をお客に伝え支払をしていただく

	2.12.
	販売員は、支払情報をPOSレジに登録する

	2.13.
	POSレジは、確定された情報としてKIOSK端末にチケット情報コードと会員住所を連携する

	3.
	チケット予約システムは、後日お客にチケットを送付する


3.1.1.1 拡張ユースケース - 

	Use Case – お客がKIOSK端末でチケット予約、POSレジにて支払をしなかった場合

	Actors
	Type
	Purpose
	Overview

	お客
	Primary
	予約のみ行い後日支払を行うため
	お客がKIOSK端末にてチケット予約します。後日､来店して支払を行います。


代替シナリオ１:
	代替ポイント
	2.6.
	代替条件
	お客がその時点での購入をしないと意思表示した時

	A1.1.
	販売員は、お客に有効期限が記載された仮チケットレシートをお渡しする

	A1.1.1
	お客は、後日来店して支払を行う


代替シナリオ２：

	代替ポイント
	2.1.
	代替条件
	お客がPOSレジにて会計しなかった場合

	A2.1.
	お客は、KIOSK端末に表示されていた有効期限までに来店し支払を行う

	A2.1.1
	チケット予約システムは、有効期限までに支払がされなかった場合に仮予約を解除する


	Use Case – お客が購入したチケットを、POSレジにて返品

	Actors
	Type
	Purpose
	Overview

	お客
	Primary
	予約のキャンセルを行うため
	お客がチケット購入後、後日キャンセルを行います。


代替シナリオ１:
	代替ポイント
	-
	代替条件
	お客がチケットを返品しにきた時

	A3.1.
	お客は購入レシート､チケットを販売員に渡し、返品を依頼する

	A3.1.1
	販売員は、レシート確認後にPOSレジにて返品操作でチケット情報バーコードをスキャンする

	A3.1.2
	POSレジは、読み込んだチケット情報コードをKIOSK端末に連携しPLUを行う

	A3.1.3
	POSレジは、返品の取引情報を作成し販売員に対して小計画面を表示する

	A3.1.4
	販売員は、取引金額をお客に現金にて返金する

	A3.1.5
	POSレジは、確定された返品情報としてKIOSK端末にチケット情報コードを連携する

	A3.1.6
	KIOSK端末は、該当チケット予約を解除する


3.1.2 アクティビティ ダイアグラム-
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3.2 サブスコープ：販売員支援端末とPOSデバイスとの連携

Contributor：東芝テック株式会社
アパレル小売店において、お客様に対して、販売員が以下のサービスを提供することを支援するシステム。

· 商品在庫情報や商品に関する詳細情報提供

· 新作の入荷情報やアパレルのお勧めコーディネート情報、売れ筋情報などの商品関連情報提供

· お客様の商品購入に対する、POSで会計する前の前捌き機能

支援システムは、
· 商品情報の検索/参照機能や購入処理機能を提供するバックエンドサービス（Webサービスアプリケーション等で構築）
· 各販売員が所持し、該当商品の商品コードの読み取り（バーコードやRFIDを使用）やバックエンドサービスと連携してお客様に情報を提供する為の、販売員支援端末
· 商品情報やレシートをプリントするためのプリンタを持つPOS端末からなる。

エンティティの定義:

・販売員支援端末
販売員支援端末とは、店員が保持し、お客様に対して商品の紹介を行ったり、お客様からの問い合わせで在庫の検索を行ったりするための、店員用店舗内情報端末（ＰＤＡやタブレットＰＣ）であり、販売員支援システムのクライアントとして使用する端末であり、商品コードを読み取るためのバーコードリーダやＲＦＩＤリーダデバイスを有する。

・レシートプリンタ

ＰＯＳターミナルに接続されるプリンタであり、通常は会計時にレシートや領収書等を印字する。

・POSターミナル

販売員がお客様に対して商品を売り上げる場面で使用する端末である。販売員がお客様から預かった商品を本端末に登録すると、販売価格の合計が表示されるので、お客様はその価格分支払う。一般的なPOSターミナルは価格情報や値引き情報を扱うため、商品情報、および価格情報を扱うサーバと通信を行う。また、多くのPOS端末はレシートプリンタ、バーコードスキャナ、価格表示用の画面(販売員用、お客様用のタイプもあり)、POSキーボードを備える。

・商品

お客様が購入する物品あるいはサービス。お客様は商品を購入するために対価として現金あるいは他の手段により決済を行う。

システムからみた場合、商品はID、名称、価格などの副次情報を持つ。

・在庫

店頭あるいはバックヤードや倉庫等に保持している商品群。

・コーディネートランキングなどの商品関連情報

お客様が商品購入時に参考とする情報。ランキングなどの情報はコーディネートの流行や人気度を表すものであり、お客さまにとっては購入時に参考となる。
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3.2.1 基本ユースケース-

	Use Case – アパレル小売店における販売員支援端末とＰＯＳ及びＰＯＳデバイスとの連動

	Stakeholders
	Concerns

	お客様
	お客様は、各売り場において、購入を希望する商品の在庫や、コーディネート情報などの関連する情報を速やかに取得したい。お客様は、個々の売り場で、購入処理を行いたい

	販売員
	販売員は、商品の関連情報を、接客しながらタイムリーに提供したい。従来の専用システムでは提供が難しかった、別システムに入っているコーディネート情報等をその場で併せてお客様に提供したい

	店舗経営者
	顧客満足度の向上、及び、販売員顧客対応効率向上により、販売機会を増やしたい。

柔軟なシステム構成への対応を容易に行いたい。システム構築費用、及び、保守費用の低減を図りたい

	Actors
	Type
	Description

	お客様
	
	洋服を購入しようとお店を訪れたお客様

	販売員
	
	アパレルの店員、販売員支援端末の操作者

	ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾗﾝｷﾝｸﾞｻｰﾊﾞ
	
	商品コーディネートランキングを提供するサーバ



	販売員支援端末
	
	販売員が使用するポータブル端末。商品関連情報の取得、表示や、前捌き販売を行う際の端末として使用する。

	販売員支援システム
	
	販売員支援端末をインタフェースとし、商品情報の検索などのバックエンド業務を行うシステム。

	POSプリンタ
	
	レシートや、その他情報を印字するためのプリンタ。

	POS端末
	
	商品の会計時に使用する端末。商品価格の合計を表示し、お支払の場面で使用する。

	売上管理サーバ
	
	商品売上に関する情報を管理する。商品のID、名称、価格などの基本情報や、値引き情報を管理する。また商品の売上記録を管理する。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	お客様が商品在庫情報を確認する

	1.1.
	お客様が、販売員に、欲しいと思っている商品の別サイズの在庫があるか質問する。

	1.2
	販売員は、販売員支援端末を使用して対象商品の商品コードを読み取り、読み取った商品コードと希望サイズを元に、販売員支援システムに在庫情報検索を指示する。

	1.2.1
	販売員は、販売員支援端末のRFIDリーダにて対象商品の商品コードを読み取る。

	1.2.2
	販売員は、販売員支援端末に希望サイズを入力する。

	1.2.3
	販売員は、販売員支援端末に、在庫情報検索を指示する。

	1.3
	販売員支援システムは、送られた商品コードと希望サイズを元に、商品の在庫を検索し、結果を販売員支援端末に送る。

	1.3.1
	販売員支援端末は販売員支援システムに商品コードとサイズを送信する。

	1.3.2
	販売員支援システムは指定の商品コードとサイズに基づき商品在庫を検索する。

	1.4
	販売員は、サイズ別在庫情報の検索結果を参照して、お客様に在庫の有無を回答する。

	1.4.1
	販売員支援端末は検索結果を表示する。

	1.4.2
	販売員は検索結果に基づき、お客様に在庫の有無を回答する。

	2.
	お客様がお勧めコーディネート情報を確認する

	2.1
	お客様が、販売員に、欲しいと思っているトップスに合うスカートはどんなものが良いか質問する。

	2.2
	販売員は、販売員支援端末を使用して対象商品（トップス）の商品コードを読み取り、読み取った商品コードを元に、販売員支援システムに人気コーディネートランキングの検索を指示する。

	2.2.1
	販売員は、販売員支援端末を使用して対象商品（トップス）の商品コードを読み取る。

	2.2.2
	販売員は、販売員支援端末を使用して販売員支援システムに人気コーディネートランキングの検索を指示する。

	2.3
	販売員支援システムは、送られた商品コードを元に、コーディネートランキングサーバーが提供するWEBサービスを使って、人気コーディネートランキングを検索し、検索結果を販売員支援端末に送る。

	2.3.1
	販売員支援端末は商品コードを販売員支援システムに送付する。

	2.3.2
	販売員支援システムはコーディネートランキングサーバを使用し人気コーディネートランキングを検索する。

	2.3.3
	販売員支援システムは人気コーディネートランキング検索結果を販売員支援端末に送付する。

	2.4
	販売員は、販売員支援端末に受信した人気コーディネートランキングをお客様に提示する。

	2.4.1
	販売員は、販売員支援端末を使用して、周辺の利用可能なレシートプリンタを各プリンタの状態とともに表示する。

	2.4.2
	販売員は、販売員支援端末を用いて、あいているレシートプリンタを選択し、受信した人気コーディネートランキングを、印刷指示する。

	2.4.3
	印刷指示を受けたレシートプリンタは人気コーディネートランキングを印刷する。

	3
	お客様が（前捌き処理を利用して）商品を購入する

	3.1
	お客様が、販売員に対して商品を購入したいと伝える。

	3.2
	販売員は、販売員支援端末を用いて、前捌きトランザクションID（※妥当な名前？）を取得する。

	3.2.1
	販売員は、販売員支援端末に対し、前捌きトランザクションID取得を指示する。

	3.2.2
	販売員支援端末は売上管理サーバに対し、前捌きトランザクションID発行を要請する。

	3.2.3
	売上管理サーバは販売員支援端末に対し、前捌きトランザクションIDを送信する。

	3.2.4
	販売員支援端末は売上管理サーバから前捌きトランザクションIDを受信する。

	3.3
	販売員は、販売員支援端末を用いて、購入商品の商品ID（※この商品IDは、商品分類としてのIDと同じなのか？）を読み込む。

	3.4
	販売員は、販売員支援端末に対し、前捌き情報を売上管理サーバに格納するよう指示する。

	3.5
	販売員支援端末は前捌き情報を売上管理サーバに送付する。

	3.6
	売上管理サーバは前捌き情報を格納する。

	4
	お客様が会計する

	4.1
	お客様が、販売員に会計を依頼する。

	4.2
	販売員がPOSターミナルに行き、POSターミナルにお客様の前捌き情報読み出しを指示する

	4.3
	POSターミナルは、サーバから前捌き情報を取得する。

	4.3.1
	POSターミナルは売上管理サーバに対し、前捌き情報を要求する。

	4.3.2
	売上管理サーバはPOSターミナルに対し、前捌き情報を送信する。

	4.3.3
	POSターミナルは前捌き情報を受信する。

	4.4
	販売員は、POSターミナルが取得した情報をお客様に提示する

	4.5
	お客様は、提示された購入情報を確認し、支払処理を販売員に、依頼する

	4.6
	販売員は、POSターミナルを通じて、支払処理を行う。

	4.6.1
	POSターミナルは売上管理サーバに対し、売上トランザクションを送信する。

	4.6.2
	売上管理サーバは売上情報を処理する。

	4.6.3
	売上管理サーバは、売上処理の完了をPOSターミナルに送信する。

	4.6.4
	POSターミナルは売上処理の完了を確認する。


3.2.1.1 拡張ユースケース - 

	Use Case – お得意様向けサービス



	Actors
	Type
	Purpose
	Overview

	お得意様
	
	
	アパレル小売店のお客様で、頻繁に商品を購入するお得意様

	
	
	
	


代替シナリオ１:
	代替ポイント
	2.3.
	代替条件
	お客様がお得意様の場合

	A1.1.
	販売員支援システムは、お客様の獲得済みのポイントを確認し、一定以上のポイントを有する場合に、検索の条件を変える…

	A1.1.1
	…


3.2.2 アクティビティダイアグラム
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3.3 サブスコープ：複合商業施設における一括決済

Contributor: 株式会社ソリマチ技研

百貨店、ショッピングモールなどの複合商業施設で、各小売店舗毎に決済を行う代わりに、一括して、専用の決済コーナー、もしくは任意の小売店舗のＰＯＳで決済を行う。

このサブスコープは、顧客が商品を持ち帰るか、それとも配送するかに依存しない。

配送する場合、任意の小売店舗にて住所を１度記入すれば、その商業施設内のすべての小売店舗で購入した商品を一括発送する。

エンティティの定義:

	分類
	エンティティ
	説明

	顧客
	お客さん
	

	店員
	入店場所店員
	複合商業施設の入口で入店処理を行う店員

	
	出店場所店員
	複合商業施設の出口で出店処理を行う店員

	
	店舗店員
	複合商業施設内の小売店舗で、商品登録処理、決済処理を行う店員

	端末
	識別カード
	お客さんを識別するカード

会員カード、クレジットカード、即時発行カード

	
	入出店端末
	入店場所、出店場所で、識別カードの読み込み、発行を行う端末

識別カードを読み込み可能なカードリーダを備えるハンディタイプを想定する

	
	簡易ＰＯＳ
	商品登録処理だけが可能なＰＯＳ

識別カードを読み込み可能なカードリーダと商品バーコードを読み込むバーコードスキャナを備えた端末で、ハンディタイプを想定する

	
	ＰＯＳ
	商品登録処理と決済処理が可能なＰＯＳ

識別カードを読み込み可能なっカードリーダと商品バーコードを読み込むバーコードスキャナを備え、決済を行うことができる据え置き型のＰＯＳ

	
	店舗サーバ
	店舗内の簡易ＰＯＳ、ＰＯＳのデータを一元管理するサーバ

	データ
	顧客情報
	識別カード、識別コードとお客さんの情報

	
	取引情報
	識別コード、商品コード、決済状態からなる情報


















3.3.1 基本ユースケース

3.3.1.1 -入店処理

	Use Case – 入店処理

	Stakeholders
	Concerns

	お客さん
	施設に入場する際に、自分を識別する識別カードを提示することで、サービスを受けることが可能となる

	識別カード
	施設がお客さんに事前に発行していることを想定する

が、ユニークに識別するための番号が振られ、それを利用できれば、どんなカードであっても構わない

	入出店機
	識別カードを読み込んで、お客さんが入店した情報を記録する

	Actors
	Type
	Description

	お客さん
	
	入場時に、識別カードを店員に提示する。以降、この識別カードを提示して、複合商業施設のサービスを利用する。

	識別カード
	
	事前に発行された、お客様カード。

	入店場所店員
	
	入店場所にいる店員は入店するお客様から識別カードを提示して頂き、入出店機で入店処理を行う。

	入出店機
	
	識別カードを読み取り、情報を店舗サーバに記録する。

	顧客情報
	
	識別カードをキーとした、入店中のお客様の情報。

	店舗サーバ
	
	このシステムのＤＢ、アプリケーションサーバ。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	お客さんが複合商業施設に入場する

	1.1
	お客さんが識別カードを入店場所店員に渡す

	1.2
	入店場所店員が識別カードの識別コードを入出店端末で読み込む

	1.3
	入出店端末が識別コードから顧客情報を作成し、店舗サーバに書き込む

	1.4
	入店場所店員が識別カードをお客さんに返す


3.3.1.2 基本ユースケース-商品登録処理

	Use Case – 商品登録処理

	Stakeholders
	Concerns

	お客さん
	小売店舗の商品を買い求めるお客さん。

	店舗店員
	小売店舗の店員。お客さんから商品を受け取り、商品登録して、包装する。

	簡易ＰＯＳ
	識別カードのリーダと、バーコードリーダを持ち、商品の登録だけを行うＰＯＳ。スペースの充分な店舗では、店舗店員は簡易ＰＯＳを持ち、店舗で接客にあたる。決済をしたいお客さんは、ＰＯＳのあるカウンターに誘導する。

	ＰＯＳ
	決済可能なＰＯＳ。カウンターに据え置かれている。決済せずに商品の登録だけ行うこともできる。

	Actors
	Type
	Description

	お客さん
	
	欲しい商品を店員さんに渡して、登録、包装してもらい、受け取る。そのお店で必ずしも決済しなくてもよい。

	識別カード
	
	商品と一緒に識別カードを店員さんに渡す。

	店舗店員
	
	接客する店員は簡易ＰＯＳを携帯する。

	簡易ＰＯＳ
	
	商品登録、識別カードの読み込みができるハンディタイプの端末。

	ＰＯＳ
	
	カウンターなどに据え置かれたＰＯＳ。

	店舗サーバ
	
	このシステムのＤＢ、アプリケーションサーバ。

	顧客情報
	
	識別カードをキーとした、入店中のお客様の情報。

	取引情報
	
	購入した商品と、決済したかどうかのフラグ情報。商品の登録時に作成される。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	2.
	お客さんは、店舗から商品を持ち出す

	2.1
	お客さんが識別カードを店舗店員に渡す

	2.2
	店舗店員が識別カードの識別コードを簡易ＰＯＳもしくはＰＯＳで読み込む

	2.3
	簡易ＰＯＳもしくはＰＯＳが識別コードが有効か店舗サーバの顧客情報に確認し、画面に結果を表示する

	2.4
	お客さんが欲しい商品を店舗店員に渡す

	2.5
	店舗店員が商品の商品コードを簡易ＰＯＳもしくはＰＯＳで読み込む

	2.6
	簡易ＰＯＳもしくはＰＯＳが商品コードを店舗サーバに確認し、画面に金額と合計金額を表示する

	2.7
	店舗店員がお客さんに合計金額を伝え、購入の意思の確認をする

	2.8
	簡易ＰＯＳもしくはＰＯＳが未決済として取引情報を店舗サーバに書き込む

	2.9
	店舗店員が商品をお客さんに手渡す


3.3.1.3 基本ユースケース-決済処理

	Use Case – 決済処理

	Stakeholders
	Concerns

	お客さん
	小売店舗の商品を買い求めるお客さん。

	店舗店員
	ＰＯＳが据え置かれたカウンターで決済処理をする店員。

	ＰＯＳ
	決済可能なＰＯＳ。

	Actors
	Type
	Description

	お客さん
	
	決済するお客さん。どこの店舗のＰＯＳでも、それまで登録した商品について、一括決済できる。

	識別カード
	
	決済のときに識別カードを店員さんに渡す。

	店舗店員
	
	決済を行う店員は、ＰＯＳを操作する。

	ＰＯＳ
	
	カウンターなどに据え置かれた決済可能なＰＯＳ。

	店舗サーバ
	
	このシステムのＤＢ、アプリケーションサーバ。

	顧客情報
	
	識別カードをキーとした、入店中のお客様の情報。

	取引情報
	
	購入した商品と、決済したかどうかのフラグ情報。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	3.
	お客さんは、商品の決済をする

	3.1
	お客さんが識別カードを店舗店員に渡す

	3.2
	店舗店員が識別カードの識別コードをＰＯＳで読み込む

	3.3
	ＰＯＳが識別コードが有効か店舗サーバの顧客情報に確認し、画面に結果を表示する

	3.4
	ＰＯＳが識別コードにひもづけられた未決済の取引情報を画面に表示する

	3.5
	店舗店員がお客さんに合計金額を伝える

	3.6
	お客さんが、決済を行う（現金、クレジット、電子マネーほか）

	3.7
	店舗店員がＰＯＳに決済の完了を入力する

	3.8
	ＰＯＳが決済済みとして取引情報を店舗サーバに書き込む


3.3.1.4 基本ユースケース-出店処理

	Use Case – 出店処理

	Stakeholders
	Concerns

	お客さん
	施設を退場する際に、自分を識別する識別カードを提示して、購入した商品の決済が全て終わっていることを確認する

	識別カード
	施設がお客さんに事前に発行していることを想定する

が、ユニークに識別するための番号が振られ、それを利用できれば、どんなカードであっても構わない

	入出店機
	識別カードを読み込んで、お客さんの取引状態を表示する

	Actors
	Type
	Description

	お客さん
	
	退場時に、識別カードを店員に提示する。

	識別カード
	
	事前に発行された、お客様カード。

	出店場所店員
	
	出店場所にいる店員は退場するお客様から識別カードを提示して頂き、入出店機で出店処理を行う。

	入出店機
	
	識別カードを読み取り、情報を店舗サーバに記録するとともに、取引の状態を表示する。

	店舗サーバ
	
	このシステムのＤＢ、アプリケーションサーバ。

	顧客情報
	
	識別カードをキーとした、入店中のお客様の情報。

	取引情報
	
	購入した商品と、決済したかどうかのフラグ情報。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	4.
	お客さんが複合商業施設から退場する

	4.1
	お客さんが識別カードを出店場所店員に渡す　　　（拡張ユースケース発生）

	4.2
	出店場所店員が識別カードの識別コードを入出店端末で読み込む

	4.3
	入出店端末が、店舗サーバから取引情報を取得し表示する

	4.4
	出店場所店員が、未決済のものがあればお客さんに決済処理して頂く様に伝える

	4.5
	入出店端末が、店舗サーバの顧客情報に出店した情報を更新する


3.3.2 アクティビティダイアグラム
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3.4 サブスコープ：店内KIOSKの装置監視と問題発生時のBackOffice連動

Contributor：富士通フロンテック株式会社

お客様が、店内KIOSKで各種情報（映画館や飛行機の座席予約情報など）を見てチケット予約した後、決済のためのカード読み取りや結果をPOSプリンタで出力しようとして問題発生した場合の対処

エンティティの定義:

· お客


お客は､チケット予約や商品購入を行う人です。

· KIOSK端末１

KIOSK端末は､各種情報の表示やチケット予約を管理する端末です。

· KIOSK端末２

複数台並んでいてコーナーを構成しています。

· KIOSK端末３



· POSプリンタ

POSプリンタは､KISOK端末の一部で取引領収書やチケット予約レシートを出力


するための装置です。

· チケット予約情報

チケット予約情報は､KIOSK端末より管理される座席予約情報などの管理情報です。

· 取引情報

取引情報は､POSレジより管理される会計に対する実績情報です。

· 店舗サーバー

店舗サーバーはKIOSK端末上のサービスを制御するサーバーです。

· BackOfficePC

BackOfficePCは店舗のバックヤードで事務等の各種作業を行う端末です。

· POSレジ

POSレジは､商品の会計を行うための端末です。

· 販売員

販売員は､POSレジの操作を行う人です。

· 店員

店員は､POSレジ以外で作業を行う人です。

· 電子バリューR/W

電子バリューR/WはKIOSK端末の一部で電子化された金銭やチケット等の入出力を行う装置です。

3.4.1 基本ユースケース-

	Use Case – お客がKIOSK端末でチケット予約、結果を印刷しようとして問題発生

	Stakeholders
	Concerns

	お客様
	何時でもKIOSK端末のサービスを受けられる。チケット予約が出来、取り引き結果をレシートで入手出来る。トラブルが発生しても迅速に解決されるか、代替手段が用意されていて引き継げる。

	KIOSK端末
	何時でもサービスを提供可能な状態が保たれる。レシート用紙など消耗品の品切れや一部の機器の故障など通常運用で起こりうる状況によってサービスが出来ない状態のまま放置されるということがない。

	店舗サーバー
	KISOK端末上のサービスの提供主体であり、かつ店内の機器やサービスが良好に行われるように監視・管理する。トラブルを検出したら必要に応じてアラームを上げ、対処可能な人員に通知し、対処を促す。トラブルの解決までをフォローする。

	店員（販売員含む）
	KIOSK端末のようなお客様がセルフで出来るサービスについては機器・装置に任せ、人の手や判断、応対が必要な業務に集中出来る。トラブルなどは直ぐに通知が来て、迅速・適切に対処可能となる。

	Actors
	Type
	Description

	お客様
	
	チケット予約を行い、取り引き情報やチケット予約のレシートを受け取ります。

	KIOSK端末
	
	各種チケットの情報を表示し、予約を受け付けます。

	POSプリンタ
	
	KIOSK端末の一部で取り引き情報やチケット予約のレシートを出力します。

	店舗サーバー
	
	KIOSK端末上のサービスを提供し、機器運用やサービス提供が良好に行われるように監視・管理します。

	BackOfficePC
	
	店舗のバックヤードで事務などの各種作業を行います。

	店員
	
	バックヤードで事務等の売り上げ以外の業務を行います。可能ならばKIOSK端末等の保守を行います。

	POSレジ
	
	売り上げ商品の登録や会計などを行います。

	販売員
	
	POSレジを使用して売り上げ業務を行います。可能ならばKIOSK端末等の保守を行います。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	お客は、KIOSK端末でチケット予約をする

	1.1.
	お客は、KIOSK端末で購入したいチケット情報を選択し予約の確定を行う

	1.2.
	KIOSK端末は、チケットの取引情報を作成し店舗サーバーに送信する

	1.3.
	店舗サーバーは、KIOSK端末に組み込まれているPOSプリンタにチケット情報を印刷依頼する

	1.4.
	POSプリンタで、印刷中に用紙切れ/ジャム等でエラーが発生する

	1.5.
	POSプリンタは、店舗サーバーにエラー発生の通知を行う

	2.
	店舗サーバーはPOSプリンタでエラー発生と内容の通知をBackOfficePCとPOSレジに送信する

	2.1.
	店舗サーバーは、エラーの発生した装置・場所・内容をBackOfficePCとPOSレジに送信する

	2.2.
	BackOfficePCは、エラーの発生した装置・場所・内容を表示・警告し店員の対処を促す

	2.3.
	POSレジも、エラーの発生した装置・場所・内容を表示・警告し販売員の対処を促す

	3.
	店舗サーバーはKIOSK端末へお客の取り得る選択肢を表示する

	3.1.
	店舗サーバーはKIOSK端末へエラー発生とお客の取り得る選択肢を送信する

	3.2.
	KIOSK端末はエラー発生とお客の取り得る選択肢を表示する

	3.3.
	お客は、表示された選択肢の中から好みの方法を選び、それぞれの方法に従った対処を行う

	4.
	店員または販売員で問題に対処できる人が対処を開始する

	4.1.
	店員がバックオフィスにいて対処可能ならばBackOfficePCで対処可能の通知を行う

	4.2.
	販売員が対処可能ならば、POSレジで対処可能の通知を行う

	4.3.
	BackOfficePCは店員が対処可能なことを店舗サーバーに送信する

	4.4.
	POSレジは販売員が対処可能なことを店舗サーバーに送信する

	4.5.
	店舗サーバーは、事前に設定したルール（先着順など）で対処者を決定する

	4.6.
	店舗サーバーは、決定した対処者（例：店員）や対処可能と回答した者へ対処開始の指示/対処中通知を行う

	4.7.
	BackOfficePCは、対処者（例：店員）へ問題への対処の指示表示を行う

	4.8.
	POSレジは、対処者にならなかった者（例：販売員）へ対処中の表示を行う

	4.9.
	店舗サーバーから指示を受けた店員（または販売員）はエラーの装置・場所・内容情報を元に対処を行う

	4.10.
	店舗サーバーから対処中表示を受けた販売員（または店員）は現行業務を継続する

	5.
	お客は、店員または販売員が、POSプリンタの問題に対処してくれるのを待つ

	5.1.
	店員（または販売員）がPOSプリンタの問題の対処を行う

	5.2.
	POSプリンタは、正常に戻った状態変化を、店舗サーバーに通知する

	5.3.
	店舗サーバーは、POSプリンタのエラー対処完了をBackOfficePC、POSレジに送信する

	5.4.
	BackOfficePC、POSレジはエラー対処完了を表示する

	5.5.
	店舗サーバーは、KIOSK端末にリトライ可能になったことを送信する

	5.6.
	KIOSK端末は、お客へ印刷リトライが可能になったことを表示する

	5.7.
	お客は、チケット情報の印刷リトライを指示する

	5.8.
	KIOSK端末は、店舗サーバーへ印刷リトライの指示を送信する

	5.9.
	店舗サーバーは、POSプリンタへの印刷処理をリトライする

	5.10.
	POSプリンタは、チケット情報を印刷する

	5.11.
	お客は、チケット情報の印刷レシートを受け取り、チケット予約処理を終了する


3.4.1.1 拡張ユースケース - 

	Use Case – 問題発生後のお客に提示する選択肢

	Actors
	Type
	Purpose
	Overview

	お客
	Primary
	
	お客は示された選択肢の中から好みの対処を選択する

	KIOSK端末
	
	
	お客の選択およびその後の対処を店舗サーバーと連携して処理する

	代替プリンタ
	
	
	問題の起こったプリンタの代わりにチケット情報印刷を行う

	代替KIOSK
	
	
	問題の起こったKIOSK端末の代わりにチケット情報印刷処理を引き継ぐ

	店舗サーバー
	
	
	お客に問題対処の選択肢を提供し、解決までの処理を行う

	POSレジ
	
	
	問題の起こったKIOSK端末の代わりにチケット情報印刷処理を引き継ぐ

	販売員
	
	
	問題の起こったKIOSK端末の代わりにチケット情報印刷処理を引き継ぐ

	電子バリューR/W
	
	
	問題の起こったプリンタの代わりにチケット情報を電子バリューとして書き込む


代替シナリオ１：

	代替ポイント
	5.
	代替条件
	代替KIOSK端末へ切り替え

	A1.1.
	お客は、近くの空いている代替KIOSKに切り替えを選択する

	A1.1.1
	KIOSK端末は店舗サーバーに切り替え選択を送信する

	A1.1.2
	店舗サーバーは、KIOSK端末での取り引きの情報を保存する

	A1.1.3
	店舗サーバーは、保存した取り引きの識別情報を作成し、KIOSK端末に送信する

	A1.1.4
	KIOSK端末は取り引きの識別情報を表示する

	A1.1.5
	お客は、取り引きの識別情報を読み取り、エラーの発生したKIOSK端末での処理を終了する

	A1.1.6
	KIOSK端末は初期画面の表示に戻る

	A1.2.1
	お客は、空いている代替KIOSK端末で取り引き継続を選択し、識別情報を入力する

	A1.2.2
	KIOSK端末は、店舗サーバーへ識別情報を送信

	A1.2.3
	店舗サーバーは取り引き情報を取り出してKIOSK端末へ送信する

	A1.2.4
	KIOSK端末は、店舗サーバーから受信した取り引き情報を元に、取り引きを再開する

	A1.2.5
	お客は、チケット印刷の処理を継続する


代替シナリオ２：

	代替ポイント
	5.
	代替条件
	代替POSプリンタへ印刷だけ行う

	A2.1.
	お客は、近くの空いているKIOSK端末での印刷を選択する

	A2.1.1
	店舗サーバーは、近くの空いているKIOSK端末& POSプリンタの情報を送信する

	A2.1.2
	KIOSK端末は、代替POSプリンタの候補を表示する

	A2.1.3
	お客は、チケット印刷する代替POSプリンタを決定する

	A2.1.4
	KIOSK端末は、決定した代替POSプリンタの情報を店舗サーバーへ送信する

	A2.2.1
	店舗サーバーは、代替POSプリンタを接続しているKIOSK端末へ操作不可にする指示を行う

	A2.2.2
	指示を受信した代替KIOSK端末は画面を操作不可に切り替える

	A2.2.3
	店舗サーバーは、KIOSK端末に印刷依頼する代替POSプリンタを通知する

	A2.2.4
	KIOSK端末は、代替POSプリンタへの印刷開始のガイドを表示する

	A2.2.5
	店舗サーバーは、使用中にした代替KIOSK端末の代替POSプリンタに印刷依頼を行う

	A2.2.6
	代替POSプリンタは、チケット情報を印刷する

	A2.2.7
	お客は、代替POSプリンタからレシートを受け取り、KIOSK端末に受け取った通知を行う

	A2.2.8
	KIOSK端末は、店舗サーバーに受け取り完了を送信する

	A2.2.9
	店舗サーバーは、代替KIOSK端末へ操作可を指示する

	A2.2.10
	代替KIOSK端末は、初期画面の表示に戻る


代替シナリオ３：

	代替ポイント
	5.
	代替条件
	POSレジへ切り替え

	A3.1.
	お客は、POSレジに切り替えを選択する

	A3.1.1
	KIOSK端末は店舗サーバーに切り替え選択を送信する

	A3.1.2
	店舗サーバーは、KIOSK端末での取り引きの情報を保存する

	A3.1.3
	店舗サーバーは、保存した取り引きの識別情報を作成し、KIOSK端末に送信する

	A3.1.4
	KIOSK端末は取り引きの識別情報を表示する

	A3.1.5
	お客は、取り引きの識別情報を読み取り、エラーの発生したKIOSK端末での処理を終了する

	A3.1.6
	お客は、エラーの発生したKIOSK端末での処理を終了させる

	A3.2.1
	お客は、空いているPOSレジへ行くか、空いていなければ並ぶ

	A3.2.2
	お客は、順番になったら販売員に取り引き継続を伝え、識別情報を通知する

	A3.2.3
	販売員は、POSレジに識別情報を入力し、取引き継続処理を選択する

	A3.2.4
	POSレジは、店舗サーバーへ識別情報を送信

	A3.2.5
	店舗サーバーは取り引き情報を取り出してPOSレジへ送信する

	A3.2.6
	POSレジは、店舗サーバーから受信した取り引き情報を元に、取り引きを再開する

	A3.2.7
	販売員とPOSレジはチケット予約に関連するレジ登録業務を行う

	A3.2.8
	販売員とPOSレジはチケット情報を印刷する

	A3.2.9
	お客は、チケット情報のレシートを受け取る


代替シナリオ４：

	代替ポイント
	5.
	代替条件
	電子バリューへ切り替え

	A4.1.
	お客は、電子バリューによる受け取りへの切り替えを選択する

	A4.1.1
	KIOSK端末は、店舗サーバーに切り替え選択を送信する

	A4.1.2
	店舗サーバーは、チケット情報を電子バリューに変換する

	A4.1.3
	店舗サーバーは、KIOSK端末と電子バリューR/Wにチケット情報の書き込みを指示する

	A4.1.4
	KIOSK端末は、お客に電子バリュー媒体を電子バリューR/Wにセットするガイドを表示する

	A4.1.5
	お客に電子バリュー媒体を電子バリューR/Wにセットする

	A4.1.6
	電子バリューR/Wは、電子バリュー媒体にチケット情報の電子バリューを書き込む

	A4.1.7
	お客は、電子バリューでのチケット情報を受け取る


3.4.2 アクティビティダイアグラム - 
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3.5 スコープ：異業種間の連携を考慮したPOSシステム
Contributor：スター精密株式会社

お客様が、小売店又は飲食店にて物品の購入もしくは食事を行う。

レジで精算時にレシート発行と同時に異業種(レストランなど)で利用可能なクーポンを発行する。

ショッピングモール内KIOSKにて本クーポンを利用したレストラン予約などが行える。
エンティティの定義:

お客様
商品購入や、レストランを利用する人。

ショップ店員
ショップでのPOSレジ操作を行う人。

ショップKIOSK端末
ショッピングモール内のショッピングのお得な情報検索表示や、レストランの予約を行う為の端末です。お客様が直接操作します。

ショップ情報システム
ショップ内の受発注、顧客管理を行う情報システム。
ショップPOS端末
ショップ内に設置されたPOS端末。操作者は、ショップ店員。
レストラン店員
レストランにてお客様の席の手配、料理のオーダーを受ける人。
レストラン情報システム
レストラン店内の受発注、座席管理などを行う情報システム。
レストラン端末
レストラン店内の受発注、座席管理などを行う情報システムの端末。操作者はレストラン店員。
レストランキッチンプリンタ
レストランのキッチンに配置されたプリンタ。料理すべき内容を適時印刷を行う。

Web Base Server System
Web Baseでのデータ通信をサポートしたショッピングモール内共用のPOS相互調停システム
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3.5.1 ハイレベルユースケース-

	Use Case – 

	Stakeholders
	Concerns

	お客様
	無駄な待ち時間を減らしたい。無駄な移動を減らしたい。少しでも安く物品購入、食事を済ませたい。

	ショップ
	ショップへの集客力を上げたい。タイムサービスや、割引情報をコストをかけずに顧客に提供したい。

	レストラン
	空席を減らしたい。日替わりメニュー、や割引情報をコストをかけずに顧客に提供したい。

	ショッピングモール

	ショッピングモール全体のリピータを増やしたい。

	Actors
	Type
	Description

	お客様
	主要
	ショップにて買い物を行う。ショップ店員に支払を行い、ショップ店員からクーポンを受領する。またショップ内及びショッピングモール内のKIOSK端末にて、レストランの予約を行う事も出来る。

	ショップ店員
	補助
	お客様の支払手続きを行う。支払処理完了後、POSプリンタが発行したクーポンをお客様に渡す。

	ショップPOS端末
	舞台裏
	ショップ店員により、物品購入トランザクションを完了させサーバーにデータを転送する。また購入内容に合わせたクーポンデータを生成し、POSプリンタにてクーポン印刷を実施する。

	ショップ店員
	補助
	お客様の支払手続きを行う。支払処理完了後、POSプリンタが発行したクーポンをお客様に渡す。

	KIOSK端末
	舞台裏
	お客様の操作により、ショップ内・ショッピングモール内の割引情報など情報提示を行う。またショッピングモール内のレストランの座席・料理・時刻の予約サービスをお客様に提供する。お客様がレストラン予約を行った際には、予約内容をプリントアウトする。

	レストラン店員
	補助
	お店に来訪したお客様に対して、予約内容の確認、座席への案内、料理の受注を行う。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	お客様が、ショップにて品物を購入する。

	1.1.
	お客様が、ショップ店員に品物を購入・支払手続きを依頼する。

	1.2.
	ショップのPOSはバーコード付きクーポンを発行し、ショップ店員がこのクーポンをお客様に渡す。

	2.
	お客様が、KIOSK端末でレストラン予約を行う。

	2.1
	お客様はSHOP内、もしくはショッピングモール内のKIOSK端末にて、利用可能なレストラン一覧の問い合わせを行う。利用可能なクーポンを持っている場合には、そのクーポンのバーコードもKIOSKに読み取らせる。

	2.2
	KIOSK端末は、レストランの一覧を空席状況と合わせて表示を行う。

	2.3
	お客様は、KIOSK端末に表示された情報を元に、レストランを選択し、時刻、座席、料理(Opt.)の予約を行う。

	2.4
	KIOSK端末は、予約された内容（レストラン名、予約時刻、座席、料理内容、料金）を画面及びプリントアウトする。プリントアウトには、予約内容を識別するためのバーコードも含める。

	2.5
	KIOSK端末は、確定した予約内容をレストラン端末に転送する。

	2.6
	レストラン端末は、確定した予約内容をモール内共用Web Server Systemに転送する。

	2.7
	Web Server Systemは予約内容を、予約先レストランに即時に転送する。

	3
	お客様が、レストランで食事を行う。

	3.1
	お客様がレストランに入り、予約クーポンをレストラン店員に渡す。

	3.2
	レストラン店員は、予約クーポンをレストラン端末のバーコードスキャナで読み取りを行い、予約内容を確認する。

	3.3
	レストラン店員は、お客様に予約内容に間違い・変更がないか確認を行い、正式発注エントリをレストラン端末に対して行う。

	3.4
	レストラン端末は、確定したオーダー内容を元にキッチンプリンタへの印刷を行う。

	4
	レストランでの精算

	4.1
	お客様が食事を終えた後、レストラン店員に対して精算の手続きを依頼する。

	4.2
	レストラン店員が、レストラン端末に対して精算エントリを行う。

	4.3
	レストラン端末は、提携先のSHOPで利用可能なクーポンをバーコード情報を含めプリントアウトする。

	4.4
	レストラン端末は、3.1でお客様から渡されたクーポンの情報を、ショッピングモール共用のWeb Serverシステムに送信する。


3.5.1.1 拡張ユースケース - レストラン利用キャンセル

	Use Case – レストラン利用キャンセル

	Actors
	Type
	Purpose
	Overview

	お客様
	主要
	ショップにて買い物を行う。ショップ店員に支払を行い、ショップ店員からクーポンを受領する。またショップ内及びショッピングモール内のKIOSK端末にて、レストランの予約を行う事も出来る。

	KIOSK端末
	舞台裏
	お客様の操作により、ショップ内・ショッピングモール内の割引情報など情報提示を行う。またショッピングモール内のレストランの座席・料理・時刻の予約サービスをお客様に提供する。お客様がレストラン予約を行った際には、予約内容をプリントアウトする。


代替シナリオ１:　タイムアウトによるレストラン予約の自動キャンセル

	代替ポイント
	3.1
	代替条件
	お客様が予約時刻にレストランに訪問しないとき。

	A1.1.
	お客様が、KIOSKで予約した時刻にレストランに訪問しない。

	A1.2
	レストラン情報システムは、予約時刻の30分後に予約を強制的にキャンセル処理する。

	A1.3
	レストラン情報システムは、共用Web Serverに予約キャンセル情報を転送する。


代替シナリオ２：　 KIOSK端末を利用した、お客様による、レストラン予約の手動キャンセル。

	代替ポイント
	3.1
	代替条件
	お客様がレストラン予約内容を変更したいとき

	A2.1.
	お客様が、ショッピングモール内のKIOSKにてレストラン予約伝票を読み取らせる。

	A2.2
	KIOSK端末がレストラン予約伝票の内容をKIOSKに表示する。

	A2.3
	お客様がKIOSK端末に対して、レストラン予約のキャンセルエントリを行う。

	A2.4
	KIOSK端末は、当該レストラン情報システムに対して、予約キャンセルの情報を連絡する。

	A2.5
	KIOSK端末は、共用Web Serverに予約キャンセル情報を転送する。

	A2.6
	KIOSK端末は、お客様に予約キャンセル完了を示すプリントアウトを発行する。


3.5.1.2 拡張ユースケース - 

	Use Case – 電子マネーの利用

	Actors
	Type
	Purpose
	Overview

	お客様
	主要
	ショップにて買い物を行う。ショップ店員に支払を行い、ショップ店員からクーポンを受領する。またショップ内及びショッピングモール内のKIOSK端末にて、レストランの予約を行う事も出来る。

	KIOSK端末
	舞台裏
	お客様の操作により、ショップ内・ショッピングモール内の割引情報など情報提示を行う。またショッピングモール内のレストランの座席・料理・時刻の予約サービスをお客様に提供する。お客様がレストラン予約を行った際には、予約内容をプリントアウトする。


代替シナリオ１:　タイムアウトによるレストラン予約の自動キャンセル

	代替ポイント
	1.2
	代替条件
	お客様が電子マネーを使用して支払う

	A1.1.
	お客様が電子マネーで支払を行う。

	A1.2
	ショップでのレシート・クーポン発行を、電子マネー媒体へのデータ書き込みとする。


代替シナリオ２：　 KIOSK端末を利用した、お客様による、レストラン予約の手動キャンセル。

	代替ポイント
	2.4
	代替条件
	お客様が電子マネー媒体を使用する。

	A2.1.
	KIOSK端末は、レストラン予約内容をプリントアウトするか、電子マネー媒体への書き込みにするのか選択ダイアログを表示する。

	A2.2
	お客様が電子マネー媒体への書き込みを選択したときには、レストラン予約内容を電子マネー媒体へ電子データとして書き込みを実施する。


3.5.2 アクティビティ図-
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3.6 サブスコープ：陳列棚と後方システムとの連動

Contributor：オムロンソフトウェア株式会社

エンティティの定義（その１）:

· 棚替え作業者　　　　　　：棚替え作業者は、棚割りをしながら該当商品を棚に陳列する人です。
· スキャナ付電子棚札　　　：スキャナ付電子棚札は、商品や棚の位置を示すバーコードを読み取るとともに商品価格などの商品
　　　　　　　　　　　　　情報を表示する機器です。（但し、現状は存在しないデバイスです）

· ストアコントローラ　　　：商品情報（商品名、売価、数量など）を管理するサーバです。

· 棚割システム　　　　　　：陳列棚の棚割り状況を管理するサーバです。

· 電子棚札システム（後方）：スキャナ付電子棚札へ情報表示指示や表示状況を管理するサーバです。


エンティティの定義（その２）:

· 顧客　　　　　　　　　　：顧客は、該当商品の売価（会員売価含む）などの商品情報を電子棚札から得る人です。
· スキャナ付電子棚札　　　：スキャナ付電子棚札は、会員バーコードを読み取るとともに商品価格などの商品情報を表示
　　　　　　　　　　　　　する機器です。（但し、現状は存在しないデバイスです）

· ストアコントローラ　　　：商品情報（商品名、売価、会員価格、数量など）を管理するサーバです。

· 電子棚札システム（後方）：スキャナ付電子棚札へ情報表示指示や表示状況を管理するサーバです。


＜代替案＞


3.6.1 ハイレベルユースケース-

	Use Case１ – 売場で商品陳列・棚割りを行って電子棚札、棚割システムに登録する。

	Stakeholders
	Concerns

	棚替え作業者
	PDAなどの機器を持ち歩くことなく、店舗内で商品陳列、電子棚札の売価確認、棚割システムへの商品情報の登録ができる

	Actors
	Type
	Description

	棚替え作業者
	
	店舗内の陳列棚側から陳列する商品情報を電子棚札と棚割システムに登録する。

	スキャナ付電子棚札
	
	商品、顧客などのバーコードの読取を行う。また、商品情報などをLEDに表示する。

	電子棚札システム（後方）
	
	管理している電子棚札に対して、商品情報の通知を行う。

	ストアコントローラ
	
	商品情報を管理し、電子棚札システム、棚割システムに対して商品情報を通知する。

	棚割システム
	
	陳列棚上の商品（位置情報や商品情報）を管理する。


事前条件

1 電子棚札表示機器にバーコードリーダが付いている。

2 棚の位置情報をバーコード化して棚につけておく。

3 陳列商品個数を示すバーコードが定義されている。

主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	１．
	棚替え作業者は、陳列棚に商品を並べて、電子棚札に商品情報を登録し、表示内容を確認する。

	１．１
	棚替え作業者は、陳列する商品を手に取る。

	１．２
	棚替え作業者は、スキャナ付電子棚札を使って陳列する商品のバーコードを読み取る。

	１．３
	ストアコントローラは、商品バーコードから商品情報（商品コード、商品売価、会員売価）を抽出し、電子棚札システム（後方）に通知する。

	１．４
	電子棚札システムは、通知された電子棚札IDに対して、商品情報（商品コード、商品売価）の情報を送信する。

	１．５
	スキャナ付電子棚札は、商品情報を表示する。

	１．６
	棚替え作業者は、スキャナ付電子棚札に表示された内容を確認する。

	２．
	棚替え作業者は、棚札システムへ商品情報を登録する。

	２．１
	棚替え作業者は、すでにスキャンした商品を陳列する位置情報（ゴンドラ番号、棚段番号、陳列順、フェイス数、棚割番号等）バーコード、商品の個数バーコードを手に取る。

	２．２
	棚替え作業者は、スキャナ付き電子棚札を使って陳列棚の位置情報バーコード、商品の個数バーコードを読み取る。

	２．３
	ストアコントローラは、商品バーコードから商品情報（商品コード、商品売価）を抽出し、棚割システムに通知する。

	２．４
	棚割システムは、通知された位置情報と商品情報、個数情報を登録する。


	Use Case２ – 売場で顧客自身が該当商品の会員価格を確認する。

	Stakeholders
	Concerns

	顧客
	顧客は陳列されている商品の会員価格を商品がおいてあるその場で確認することができる。

	Actors
	Type
	Description

	顧客
	
	陳列棚にある商品について、スキャナ付電子棚札を使い、会員売価を確認する。

	スキャナ付電子棚札
	
	顧客バーコードの読取を行う。また、会員価格などの情報をLEDに表示する。

	電子棚札システム（後方）
	
	陳列されている商品の会員売価を電子棚札に送信する。

	ストアコントローラ
	
	顧客情報を管理し、有効会員であることを確認する。会員情報、電子棚札IDを電子棚札システムに対して通知する。


事前条件

1 電子棚札表示機器にバーコードリーダが付いている。

2 会員コードがバーコード化されている。

主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	３．
	顧客が購入したい商品の会員価格を確認する。

	３．１
	顧客は会員カード（バーコード付き）を手に取る。

	３．２
	顧客は購入したい商品が陳列されている棚上に設置されているスキャナ付電子棚札で、会員カード（バーコード付き）を読み取らせる。

	３．３
	ストアコントローラは、会員が有効か確認し、電子棚札IDを電子棚札システム（後方）に通知する。

	３．４
	電子棚札システム（後方）は、通知された電子棚札IDに対して、会員価格表示の指示を行う。

	３．５
	スキャナ付電子棚札は会員価格を表示する。

	３．６
	顧客は購入したい商品の会員価格を確認する。


3.6.1.1 拡張ユースケース – 

なし
3.6.2 アクティビティダイアグラム

	棚替え作業者
	スキャナ付電子棚札
	ストアコントローラ
	電子棚札システム（後方）
	棚割システム

	
	
	
	

	

	棚替え作業者
	スキャナ付電子棚札
	ストアコントローラ
	電子棚札システム（後方）
	棚割システム

	
	


	
	
	


	顧客
	スキャナ付電子棚札
	ストアコントローラ
	電子棚札システム（後方）

	






	
	
	


3.7 サブスコープ：電子棚ラベルと棚割情報連携
Contributor：株式会社リテイルサイエンス
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対象とするエンティティ

　・棚割（棚割システム）

　・電子棚ラベルコントローラ

　・電子棚ラベルデバイス

　・棚割メンテナンス情報

対象としないエンティティ

　・ストアコントローラ

・売価

　・商品

   ・売上/在庫

　
利害関係者と関心

	Stakeholders
	Concerns

	棚割管理者
	棚割管理者は、店別の陳列データを作成、管理する責任者です。棚割管理者は、店舗が商品の改廃を計画通りに、正確に実施してもらい、売場の生産性を高めたいと考えております。

	店舗オペレータ
	店舗オペレータは、棚割管理者が計画した棚割を実際に店頭の棚上に反映する義務があります。その際、できるだけ、効率的に、間違いのない作業が行えることを願っております。


サブスコープの定義

電子棚ラベルに関するエンティティ群を全体のスコープとし、電子棚ラベルの位置情報と商品情報の紐付けを管理し、電子棚ラベルに表示させるためのアプリケーション間、及び、アプリケーションとデバイスのインタフェース、電子棚ラベルが表示する棚割メンテナンス情報について、をサブスコープとします。

対象となるエンティティの定義

· 棚割（棚割システム）

外部の棚割システムなどで作成された小売企業内の店別売場別の棚割情報をインポートして保持し、電子棚ラベルコントローラが管理している電子棚ラベルデバイスと、店頭の棚上に陳列される商品の位置との紐付けを提供するアプリケーションです。場合により、棚割システムそのものが拡張され、利用される場合もあります。
「棚割」は、従来、商品コードと棚割上の位置情報を管理することが、主要な要件ですが、ここでは、さらに、電子棚ラベルデバイスのシリアル番号と商品コード、商品の位置情報を管理することによって、棚上の特定の位置に取り付けられている電子棚ラベルデバイスに対して、商品の情報を提供することを支援します。

「棚割」は、電子棚ラベルデバイスを制御するコントローラへ、陳列情報を反映させるためのトリガーを持っているか、「棚割」のなかに、電子棚ラベルデバイスへ情報を提供するコントローラ機能を持たせる場合もあります。

· 電子棚ラベルコントローラ

このコントローラは、電子棚ラベルデバイスのシリアル番号と、それが表示する情報を管理します。電子棚ラベルコントローラは、「棚割」と連携し、指定された電子棚ラベルデバイスが表示する情報を電子棚ラベルへと送信します。

情報として代表的な項目は、商品名、価格、発注単位などの基本情報と、今回対象とする、棚割メンテナンス業務を支援する「棚割メンテナンス情報」を保持します。

電子棚ラベルデバイスの性能上、電子棚ラベルコントローラが、デバイス専用の通信手段に合わせたコントロール機能を持つ場合もあります。また、商品の価格など、POSシステムのストアコントローラから、マスタ情報、現在売価情報をLAN経由で同期しています。

· 電子棚ラベルデバイス

顧客、または従業員へ、商品についての情報を表示する装置で、電子棚ラベルのシリアル番号を管理する電子棚ラベルコントローラにより、表示内容が制御されます。

今回の目的としては、商品名、バーコードも液晶ディスプレーなどで表示可能なものが望まれます。また、顧客向けの情報と従業員向けの情報を切り替える必要性がある場合も考えられます。電子棚ラベルデバイスとの通信手段は、将来的には、直接、デバイスに無線LAN接続、Bluetooth接続などで通信できることが、汎用的な利用に有利になる可能性がありますが、現状、コスト、普及の側面から、デバイス専用の電子棚ラベルコントローラを経由し、有線、無線による赤外線通信のものを利用が先行するでしょう。

· 棚割メンテナンス情報

棚割メンテナンス情報は、電子棚ラベルデバイスが表示する、棚割メンテナンスに関する情報です。電子棚ラベルが表示する情報には、商品についての説明として、商品名、価格、商品コード（バーコード）が必要ですが、今回のスコープとしては、それに加え、主に従業員が必要とする棚割メンテナンスに関する情報（陳列位置情報（ゴンドラ番号、棚段番号、陳列順）、フェイス数、商品適用期間など）の情報が必要です。

3.7.1 基本ユースケース： （棚割（棚割システム）、電子棚ラベルコントローラ、電子棚ラベル）
	Use Case – 棚割作成から、棚割再現まで（初回電子棚ラベル設置）

	Stakeholders
	Concerns

	棚割管理者
	棚割管理者は、店別の陳列データを作成、管理する責任者です。棚割管理者は、店舗が商品の改廃を計画通りに、正確に実施してもらい、売場の生産性を高めたいと考えております。

	店舗オペレータ
	店舗オペレータは、棚割管理者が計画した棚割を実際に店頭の棚上に反映する義務がありますが、計画した棚割を実際の棚上に再現する作業は煩雑です。そこで、計画した棚割通りに、自動的に店頭の電子棚ラベルの表示を切り替えできれば、効率的に棚割の再現作業が行えます。

	Actors
	Type
	Description

	棚割管理者
	
	棚割管理者は、店別の商品の陳列位置情報を「棚割」に登録、作成します。

	店舗オペレータ
	
	店舗オペレータは、自店の電子棚ラベルデバイスの設置を管理します。また、棚割管理者が登録した棚割の商品陳列情報を、自店の電子棚ラベルデバイスとのマッピングを行います。

	棚割システム
	
	棚割管理者が棚割を作成、または、データのインポートにより棚割を登録できるシステムです。また、店舗の電子棚ラベルデバイスのID、商品コード、商品位置情報とのマッピング情報を登録でき、電子棚ラベルを制御する電子棚ラベルコントローラに情報を提供できるシステムです。

	電子棚ラベルコントローラ
	
	電子棚ラベルに表示させる情報を保持し、送信します。また、現在価格などの情報をPOSのストアコントローラと同期しています。

	電子棚ラベルデバイス
	
	商品のマスタ情報、価格、位置情報などを液晶ディスプレーなどに表示する、棚ラベルです。

	棚
	
	電子棚ラベルを取付ける物理的な棚

	棚割クライアントPC
	
	棚割システムを操作するクライアントPC
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主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	棚割管理者は、店舗の棚割別の陳列情報を準備します。ここでは、棚割システムを利用し、直接、棚割を作成するところから始めます。※外部の棚割システムで作成された情報をインポートする場合もあります。

	1.1.
	棚割管理者は、「棚割」アプリケーションを起動し、店舗、棚割の適用日を指定して、棚上に商品のレイアウトをシミュレーションして作成し、確定します。

	1.2.
	店舗オペレータは、棚割管理者が自店用に作成した棚割を「棚割」システムを使って参照し、これから電子棚ラベルを制御したい棚割の、「棚割」システムが保持しているゴンドラ番号と、実際の店頭にて、その棚割が再現されているゴンドラの番号と一致しているかを確認します。※店舗の実際の棚とシステムに登録されているゴンドラ番号との紐付けは、システムで制御しません。店舗オペレータが物理的な棚の場所は把握しているものとします。

	1.3
	店舗オペレータは、始めて電子棚ラベルを設置する場合に、自店が所有する個々の電子棚ラベルデバイスのIDを「棚割」システムを使って、「棚割」上の商品との紐付け作業を行います。

	1.4
	店舗オペレータは、「棚割」システムを使い、電子棚ラベルコントローラに、個々の電子棚ラベルデバイスのIDに対する、商品コード、ゴンドラ番号、棚段番号、位置情報を送信します。

	1.5
	電子棚ラベルコントローラは、電子棚ラベルデバイスに対して、IDに基づく商品のマスタ情報、価格、位置情報を送信します。

	1.6
	電子棚ラベルデバイスは、電子棚ラベルコントローラから送られてきた情報を画面に表示します。

	1.7
	店舗オペレータは、電子棚ラベルデバイス上に表示されている、陳列位置情報をもとに、電子棚ラベルを棚に取り付け、棚割を再現します。


3.7.1.1 アクティビティダイアグラム(ハイレベルユースケース)
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3.7.1.2 拡張ユースケース１　初回導入以降の商品改廃作業に伴う電子棚ラベル表示変更
※この拡張ユースケースは、ハイレベルユースケースにて包含されますが、日常で頻度が高く発生する、部分的な電子棚ラベル表示変更について言及します。
	Use Case –棚割作成から、棚割再現まで（商品の改廃）

	Actors
	Type
	Purpose
	Overview

	棚割管理者
	
	現在の棚割は、商品の改廃などにともない、棚割の商品の一部で差し替えが必要になります。
	棚割管理者は、棚割システムを使い、商品を差し替え、新しい棚割として確定します。

	店舗オペレータ
	
	店舗オペレータは、商品の改廃のため、電子棚ラベルの表示を更新する必要があります。また、棚割上の商品数が追加されたり、減ったりした場合に、電子棚ラベルデバイスの追加取付けや取り外しが必要です。
	店舗オペレータは、棚割システムで今回、切り替わる商品を確認し、商品情報の更新を実行します。

	棚割システム
	
	棚割システムは、現在採用している棚割情報と新しい棚割情報の履歴を管理し、商品の陳列位置や新しい商品の追加などのデータを摘出できるようにしておく必要があります。
	棚割システムは、現在、その棚割が割当てられているゴンドラ上の電子棚ラベルIDごとの配置情報を記憶しており、新しい棚割の、商品の配置情報に基づいて、それぞれの電子棚ラベルIDと商品の紐付けを更新します。

	電子棚ラベルコントローラ
	
	
	電子棚ラベルコントローラは、個々の電子棚ラベルのIDに対して、新しく紐付けられた商品のコードを棚割システムから取得し、電子棚ラベルに対して新しい商品情報を送信します。

	電子棚ラベルデバイス
	
	
	電子棚ラベルコントローラから送られた商品情報を表示します。

	店舗クライアントPC
	
	
	作業に使う店舗のクライアントPCです


拡張ユースケース１シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.1
	棚割管理者は、棚割システムを起動し、店舗の既存棚割をメンテナンス（商品の改廃）を行い、登録します。

	1.2
	店舗オペレータは、棚割システムを起動し、自店の新しい棚割を確認します。

	1.3
	店舗オペレータは、これから作業を行う棚割について、棚割システムが記録しているその棚割に割当てられているゴンドラ番号と、自店の物理的なゴンドラの番号に間違いがないか確認します。※通常、棚割の店舗でのゴンドラ位置や、棚割が採用しているゴンドラ本数が変わることは多くありませんが、システムでは、棚割に割当てられたゴンドラ番号が変わる（店舗での棚割の位置が変わる）こともサポートします。

	1.4
	店舗オペレータは、棚割システムを使い、ターゲットとするゴンドラに取付けられている電子棚ラベルデバイスIDの位置情報に、新しい棚割で、同じ位置での陳列が計画された商品の紐付けを確定します。

	1.5
	店舗オペレータは、新規採用商品数のほうが、既存に設置済みの電子棚ラベルデバイス数よりも多い場合に、新しい電子棚ラベルデバイスを、棚割りシステム上で、まだIDが紐付けられていない商品に割り当てます。

	1.6
	店舗オペレータは、確定した電子棚ラベルデバイスIDと商品の紐付けを電子棚ラベルコントローラへ送信します。

	1.7
	電子棚ラベルコントローラは、受信した電子棚ラベルIDごとの商品情報を電子棚ラベルへ送信します。

	1.8
	電子棚ラベルデバイスは、電子棚ラベルコントローラから受信した商品情報を表示します。

	1.9
	店舗オペレータは、電子棚ラベルデバイスの表示に合わせて、商品の配置を変更します。また、電子棚ラベルデバイスの追加取付けや取り外しを行い、棚割変更を完了します。


3.7.1.3 アクティビティダイアグラム(拡張ユースケース１)
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3.8 サブスコープ：セルフ給油
Contributor：NECインフロンティア株式会社
ＳＳ(Service Station)にてセルフ給油処理を行う。

エンティティの定義:

お客さん　　　　　　　　　　　　　　SSにてセルフ給油を実施する。
車　　　　　　　　　　　　　　　　　燃料を給油される。
従業員　　　　　　　　　　　　　　　お客様の給油処理に対して、給油許可と緊急停止のSSCより実施する。
クレジットカード　　　　　　　　　　クレジットで給油処理を行う。

電子マネー　　　　　　　　　　　　　電子マネーで給油処理を行う。

現金処理　　　　　　　　　　　　　　現金で給油処理を行う。
ＳＳＣ（Self Service Console）　　　給油機の給油許可と給油禁止を制御します。
POS　　　　　　　　　　　　　　　　給油処理、発注、仕入れ、単品売上、カード発行、顧客管理、商品管理を行います。

カードリーダ　　　　　　　　　　　　マグネチックカードのリードと作成を行う

非接触リーダ　　　　　　　　　　　　電子マネーを処理する

人感センサー　　　　　　　　　　　　人が近づくと外設機をアクティブにする。

音声合成装置　　　　　　　　　　　　次の処理を音声で通知する。

プリンタ　　　　　　　　　　　　　　給油が完了したらレシートを印字する。

入金機　　　　　　　　　　　　　　　現金処理時に決済するお金を入金する。

釣銭機　　　　　　　　　　　　　　　給油処理終了時におつりを出力する。
外設機　　　　　　　　　　　　　　　屋外にて、決済処理、油種の指定、給油量の指定を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　クレジット決済時は、事前承認処理を実施する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　電子決済は、与信確認を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　現金決済時は入金処理と釣銭支払いを釣銭機に指示する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　給油完了時にプリンタからレシートを出力する。
計量機　　　　　　　　　　　　　　　給油量を計測する。
給油機　　　　　　　　　　　　　　　車に燃料を給油する。
油面計　　　　　　　　　　　　　　　タンク内の各油種の残量を計測する
洗車機　　　　　　　　　　　　　　　車を洗車する。
ルータ　　　　　　　　　　　　　　　クレジットセンターとの通信、集計センターとの通信を行う。
Forecourt Device通信BOX　　　　　ＰＯＳ、外設機、ＳＳＣとForecourtの各機器とのブリッジを行う、
店舗サーバ　　　　　　　　　　　　　顧客管理、売上管理レポート出力、元売との情報交換を行う、
顧客情報　　　　　　　　　　　　　　車に関する情報（点検、車検、オイル交換）

顧客に関する情報の管理（趣味、住所、家族構成、年齢等々）
取引データ　　　　　　　　　　　　　給油量、支払い区分、単価、
3.8.1 ハイレベルユースケース-

	Use Case – 給油指定処理（クレジット）

	Stakeholders
	Concerns

	お客さん
	給油するための決済方法と油種、給油量の指定を行う、

	外設機
	指定された油種と給油機情報をＳＳＣへ通知する

	ＳＳＣ
	外設機に給油許可の指示を出す。

	給油機
	油種ごとの計量を行う。

	従業員
	給油許可と停止を行う。

	ＰＯＳ
	ＳＳの売上、顧客情報の管理

	Actors
	Type
	Description

	人感センサー
	
	お客さんが来た事を感知し外設機をアクティブにする。

	音声合成
	
	お客さんにメッセージや処理を通知する。

	お客さん
	
	給油処理をする。

	カードリーダ
	
	給油の決済に使用する。

	ルータ
	
	使用されたカードの事前承認のためセンターと通信する、

	外設機
	
	指定された油首と給油量の情報をＳＳＣへ通知する、

	ＳＳＣ
	
	給油処理があると指定されたノズル番号を点滅する。

	給油機
	
	指定された油種を指定された量だけ給油機に吐出する

	従業員
	
	給油許可と緊急停止処理を行う

	ＰＯＳ
	
	ＳＳの業務マスタ、売上情報の管理を行う。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	人感センサーは、お客さんを認識する

	1.1
	人感センサーは、外設機をアクティブにする。

	1.2.
	音声合成はお客さんにメッセージを通知する。

	1.3.
	お客さんは、支払い方法を選択してクレジットカードをカードリーダに挿入する、

	1.4
	外設機は、挿入されたカードデータをルータ経由でセンターに事前承認する。

	1.5
	カードデータが承認されると音声合成は処理をお客さんへ通知する。

	1.6
	外設機はクレジットカードからＰＯＳへ顧客情報の問い合わせを行う。

	1.7
	ＰＯＳは一致した顧客情報を外設機に送信する。

	1.8
	外設機は、顧客情報からキャンペーンなどのメッセージの表示を行う

	1.9
	お客さんは、通知されたメッセージに従い油種、給油量、を入力する。

	1.10
	お客さんは、入力した情報が正しければ外設機で確定を実施する

	1.11
	外設機は入力情報に従い、ＳＳＣに給油機情報を、計量機に給油量を指示する。

	1.12
	従業員は、安全を確認してＳＳＣの給油許可ボタンを押下する。


3.8.2 基本ユースケース-

3.8.2.1 給油処理
	Use Case – 給油処理

	Stakeholders
	Concerns

	車
	燃料を給油される。

	お客さん
	給油処理を行う。

	外設機
	給油可能を表示する。

	給油機
	車に燃料を給油する。

	計量機
	吐出される燃料を計量する。

	従業員
	給油の監視

	ＳＳＣ
	緊急停止

	Actors
	Type
	Description

	音声合成
	
	お客さんに給油時の注意事項を通知する。

	車
	
	燃料をきぃうう油される。

	お客さん
	
	燃料を給油する。

	外設機
	
	給油可能である事を表示装置と音声合成で通知する。

	給油機
	
	ノズルを上げ、レバーを握ると燃料を開始する。計量機の指摘か給油口に燃料が近くなると給油を停止する。ノズルをレバーを離すと給油を停止する。

	計量機
	
	油守毎に吐出される量を計量し、指定された給油量になると吐出量を少なくして、指定量で給油を停止する。

	従業員
	
	給油を監視し、緊急事態時は緊急停止ボタンを押下し一斉緊急給油停止の処理を行う。

	ＳＳＣ
	
	緊急停止の信号を給油機に送りすべての給油機を無効にする。


主要な正常シナリオ:
	ラベル
	シナリオ

	1.
	ＳＳＣは、給油機と外設機に給油許可を通知する

	1.1.
	従業員は給油の監視を行う。

	1.2.
	外設機は、お客さんに給油が可能である事を表示と音声合成で通知する

	1.3
	お客さんは、車の給油口を空け、給油機を上げる

	1.4.
	お客さんは、給油機を車の給油口に挿入しレバーを握る。

	1.5
	燃料が計量機を通って給油機から車へ給油される

	1.6
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	2.1
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	プリンタ
	
	レシートを出力する。

	ルータ
	
	クレジット決済データを通知する。

	ＰＯＳ
	
	外設機処理されたデータを集計する。
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	1.7
	外設機は、次の給油処理の為、待機状態に移行する、

	2.
	ＰＯＳは、外設機から送付されたデータを集計する。
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